
249 映画に見るアジアのナショナリティの揺らぎ 248

改
革
開
放
が
始
ま
っ
て
三
十
余
年
が
過
ぎ
、
中
国
は
世
界
第
二
位

の
Ｇ
Ｄ
Ｐ
を
誇
る
経
済
大
国
と
な
っ
た
。
か
つ
て
鄧
小
平
が
唱
え
た

先
富
論
は
、
格
差
を
容
認
し
な
が
ら
も
、
最
終
的
に
は
皆
が
豊
か
に

な
る
社
会
を
描
い
て
い
た
。
振
り
返
っ
て
現
在
の
中
国
を
観
察
す
る

と
、
豊
か
さ
の
代
償
と
し
て
、
毛
沢
東
時
代
の
平
等
主
義
は
過
度
な

競
争
に
蹴
散
ら
さ
れ
、
国
内
の
経
済
格
差
は
拡
大
し
、
開
発
優
先
の

地
域
で
は
環
境
汚
染
も
甚
だ
し
い
。

そ
れ
で
も
改
革
開
放
は
今
後
も
中
国
の
基
本
路
線
で
あ
り
続
け

る
。
毛
沢
東
時
代
の
政
治
変
動
、
と
り
わ
け
文
化
大
革
命
（
文
革
）

は
、
共
産
党
の
威
信
を
損
な
う
ほ
ど
社
会
に
深
刻
な
傷
痕
を
残
し
た

が
、
改
革
開
放
路
線
は
人
々
を
政
治
運
動
と
決
別
さ
せ
、
代
わ
り
に

物
質
的
豊
か
さ
と
先
進
性
を
提
示
し
た
。
政
治
か
ら
経
済
へ
の
路
線

転
換
が
覆
ら
な
い
と
確
信
で
き
る
理
由
を
、
大
陸
に
生
き
て
き
た

人
々
の
経
験
と
心
情
を
通
し
て
、
映
画
は
雄
弁
に
語
っ
て
く
れ
る
。

中
国
映
画
に
は
、
官
製
の
ド
キ
ュ
メ
ン
タ
リ
ー
に
は
出
て
こ
な
い

庶
民
の
生
活
や
会
話
や
風
景
が
あ
る
。
映
画
に
組
み
込
ま
れ
た
挿
話

は
、
現
代
と
の
比
較
に
よ
り
、
改
革
開
放
が
何
を
も
た
ら
し
た
の
か

に
つ
い
て
考
え
る
ヒ
ン
ト
を
与
え
て
く
れ
る
。
経
済
発
展
著
し
い
中

国
で
は
数
か
月
で
市
街
の
光
景
が
変
わ
る
こ
と
も
珍
し
く
な
い
が
、

映
画
は
撮
影
当
時
の
街
や
人
々
の
暮
ら
し
を
部
分
的
に
伝
え
残
し
て

く
れ
る
。
そ
の
よ
う
な
点
に
着
目
し
な
が
ら
、
以
下
に
、
そ
れ
ぞ
れ

独
自
の
視
点
か
ら
改
革
開
放
を
語
っ
て
く
れ
る
三
本
の
映
画
を
紹
介

し
よ
う
。

旧
中
国
か
ら
改
革
開
放
ま
で
―
―
政
治
に
翻
弄
さ
れ
た
庶
民

大
学
院
時
代
に
出
会
っ
た
『
活
き
る
』（
一
九
九
四
）
は
、
新
中
国

の
成
立
か
ら
毛
沢
東
時
代
に
か
け
て
の
政
治
変
動
が
色
彩
と
音
を
と
も

な
っ
て
自
分
に
迫
っ
て
く
る
よ
う
な
迫
力
を
感
じ
た
作
品
で
あ
る
。
大

学
で
教
鞭
を
と
る
よ
う
に
な
っ
て
か
ら
は
、
大
躍
進
や
文
革
の
様
子
を

視
覚
的
に
伝
え
る
材
料
と
し
て
授
業
で
取
り
上
げ
る
こ
と
も
あ
る
。

物
語
は
一
九
四
〇
年
代
後
半
に
始
ま
る
。
賭
博
に
明
け
暮
れ
家
財

を
失
っ
た
主
人
公
・
福
貴
は
国
共
内
戦
の
混
乱
に
巻
き
込
ま
れ
、
戦

『
空
中
舞
台
』…
…
①
공
중
무
대
、
②
キ
ム
・
ド
ッ
キ
ュ
（
金
徳
奎
）、
③

一
九
七
二
年
、
④
北
朝
鮮
、
⑤
朝
鮮
語
、
⑥
未
公
開
。

『
サ
ー
カ
ス
』…
…
①T

he Circus

、
②
チ
ャ
ー
ル
ズ
・
チ
ャ
ッ
プ
リ
ン
、

③
一
九
二
八
年
、
④
ア
メ
リ
カ
、
⑤
サ
イ
レ
ン
ト
、
⑥
劇
場
公
開
（
一

九
二
八
）、
Ｄ
Ｖ
Ｄ
販
売
。

『
サ
ー
カ
ス
』…
…
①Ц

ирк

、
②
グ
レ
ゴ
リ
ー
・
ア
レ
ク
サ
ン
ド
ル
、
③

一
九
三
六
年
、
④
ソ
連
、
⑤
ロ
シ
ア
語
、
⑥
未
公
開
。

『
サ
ー
カ
ス
広
場
』…
…
①
교
예
무
대
、
②
監
督
不
詳
、
③
一
九
六
三
年
、

④
北
朝
鮮
、
⑤
朝
鮮
語
、
⑥
未
公
開
。

『
血
の
海
』…
…
①
피
바
다
、
②
チ
ェ
・
イ
ッ
キ
ュ
（
崔
益
奎
）、
③
一
九

六
九
年
、
④
北
朝
鮮
、
⑤
朝
鮮
語
、
⑥
未
公
開
。

『
中
国
』…
…
①Chung K

uo, Cina

、
②
ミ
ケ
ラ
ン
ジ
ェ
ロ
・
ア
ン
ト
ニ

オ
ー
ニ
、
③
一
九
七
二
年
、
④
イ
タ
リ
ア
、
⑤
イ
タ
リ
ア
語
、
中
国

語
、
⑥
未
公
開
。

『
花
を
売
る
乙
女
』…
…
①
꽃 

파
는 

처
녀
、
②
パ
ク
・
ハ
ク
（
朴
学
）、

チ
ェ
・
イ
ッ
キ
ュ
（
崔
益
奎
）、
③
一
九
七
二
年
、
④
北
朝
鮮
、
⑤
朝

鮮
語
、
⑥
未
公
開
。

『
道
』…
…
①La Strada

、
②
フ
ェ
デ
リ
コ
・
フ
ェ
リ
ー
ニ
、
③
一
九
五

四
年
、
④
イ
タ
リ
ア
、
⑤
イ
タ
リ
ア
語
、
⑥
劇
場
公
開
（
一
九
五
七
）、

ビ
デ
オ
・
Ｄ
Ｖ
Ｄ
販
売
。

『
陽
気
な
舞
台
』…
…
①
명
랑
한 

무
대
、
②
監
督
不
詳
、
③
一
九
六
六
年
、

④
北
朝
鮮
、
⑤
朝
鮮
語
、
⑥
未
公
開
。

著
者
紹
介

①
氏
名
…
…
門
間
貴
志
（
も
ん
ま
・
た
か
し
）。

②
所
属
・
職
名
…
…
明
治
学
院
大
学
文
学
部
・
准
教
授
。

③
生
年
・
出
身
地
…
…
一
九
六
四
年
、
秋
田
県
。

④
専
門
分
野
・
地
域
…
…
映
画
史
／
朝
鮮
半
島
、
中
国
（
香
港
・
台
湾
）、

ベ
ト
ナ
ム
。

⑤
学
歴
…
…
多
摩
美
術
大
学
美
術
学
部
芸
術
学
科
卒
。

⑥
職
歴
…
…
シ
ー
ド
ホ
ー
ル
（
西
武
百
貨
店
渋
谷
店
）
キ
ュ
レ
ー
タ
ー

（
一
九
八
六
―
一
九
九
五
）、
Ｂ
Ｏ
Ｘ
東
中
野
デ
ィ
レ
ク
タ
ー
（
一
九
九

五
―
一
九
九
六
）、
山
形
国
際
ド
キ
ュ
メ
ン
タ
リ
ー
映
画
祭
東
京
事
務

局
フ
ィ
ル
ム
コ
ー
デ
ィ
ネ
イ
タ
ー
（
一
九
九
六
―
一
九
九
七
）、
明
治

学
院
大
学
文
学
部
非
常
勤
講
師
（
一
九
九
六
―
二
〇
〇
二
）。

⑦
現
地
滞
在
経
験
…
…
大
韓
民
国
（
二
〇
一
〇
―
二
〇
一
一
）。

⑧
研
究
手
法
…
…
文
献
収
集
、
映
画
作
品
の
調
査
。

⑨
所
属
学
会
…
…
日
本
映
像
学
会
、
日
本
映
画
学
会
。

⑩
研
究
上
の
画
期
…
…
山
形
国
際
ド
キ
ュ
メ
ン
タ
リ
ー
映
画
祭
で
の
上
映

企
画
「『
大
東
亜
共
栄
圏
』
と
映
画
」
の
上
映
作
品
選
定
の
た
め
、
中

国
、
香
港
、
台
湾
、
韓
国
の
ア
ー
カ
イ
ブ
を
ま
わ
り
、
古
い
記
録
映
画

の
情
報
の
収
集
活
動
を
行
っ
た
こ
と
は
、
東
ア
ジ
ア
映
画
史
研
究
で
大

き
な
進
展
と
な
っ
た
。
平
壌
国
際
映
画
祭
の
視
察
、
旧
満
映
の
調
査
の

た
め
長
春
電
影
を
視
察
し
た
こ
と
も
同
様
で
あ
る
。

⑪
推
薦
図
書
…
…
石
坂
健
治
・
市
山
尚
三
・
野
崎
歓
・
松
岡
環
・
門
間
貴

志
監
修
、
夏
目
深
雪
・
佐
野
亨
編
集
『
ア
ジ
ア
映
画
の
森
』（
作
品
社
、

二
〇
一
二
）。

⑫
推
薦
す
る
映
画
作
品
…
…『M

r.Boo!　

ミ
ス
タ
ー
・
ブ
ー
』（
原
題
『
半

斤
八
兩
』、
マ
イ
ケ
ル
・
ホ
イ（
許
冠
文
）監
督
、
一
九
七
六
年
、
香
港
）。

改革開放を生き抜く人々

下野寿子

【中国】
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生
に
指
名
さ
せ
よ
う
と
画
策
す
る
。
三
好
学
生
の
選
考
日
に
韋
教
諭

が
ク
ラ
ス
の
学
生
を
動
員
し
て
安
然
を
当
選
さ
せ
る
場
面
は
、
文
革

期
の
批
判
集
会
の
パ
ロ
デ
ィ
ー
と
も
受
け
取
れ
る
。
文
革
期
に
青
春

を
過
ご
し
た
姉
と
一
九
八
〇
年
代
前
半
に
青
春
を
謳
歌
す
る
妹
の
間

に
は
、
明
ら
か
に
世
代
の
壁
が
あ
る
。
文
革
の
残
滓
と
改
革
開
放
の

進
展
と
の
対
照
と
解
釈
し
て
観
て
も
面
白
い
作
品
で
あ
る
。

一
九
八
〇
年
代
の
地
方
都
市
の
風
景
も
興
味
深
い
。
ま
だ
車
は
少

な
く
、
野
暮
っ
た
い
服
を
着
せ
ら
れ
た
マ
ネ
キ
ン
も
あ
る
が
、
物
質

的
豊
か
さ
に
触
れ
始
め
た
人
々
の
暮
ら
し
が
垣
間
見
え
る
。「
八
〇
年

代
の
新
農
民
」
と
安
然
が
揶
揄
し
た
男
は
サ
ン
グ
ラ
ス
を
か
け
て
「
膨

香
酥
」（
ト
ウ
モ
ロ
コ
シ
を
原
料
と
す
る
菓
子
）
を
売
り
、
ス
カ
ー
ト

を
穿
い
た
女
性
が
軽
や
か
に
通
り
を
往
来
す
る
。
質
の
良
さ
そ
う
な

マ
ッ
ト
レ
ス
の
ベ
ッ
ド
を
展
示
し
た
家
具
屋
も
あ
る
。
安
静
が
妹
に

買
っ
て
や
っ
た
赤
い
プ
ル
オ
ー
バ
ー
が
象
徴
す
る
よ
う
に
、
改
革
開

放
が
始
ま
る
と
、
人
々
は
最
初
に
生
活
の
中
の
色
彩
を
取
り
戻
し
、

次
に
灯
り
を
増
や
し
て
い
っ
た
の
で
は
な
か
ろ
う
か
。
作
品
の
中
で

は
、
夜
道
を
照
ら
す
街
灯
は
ま
だ
少
な
く
、
ア
パ
ー
ト
の
共
用
階
段

も
薄
暗
い
。
当
然
、
監
視
カ
メ
ラ
も
な
か
っ
た
こ
と
で
あ
ろ
う
。

と
こ
ろ
で
、
安
然
が
男
子
生
徒
と
サ
イ
ク
リ
ン
グ
に
繰
り
出
し
た

白
洋
淀
は
、
保
定
市
か
ら
四
〇
キ
ロ
余
り
の
場
所
に
あ
る
。
こ
こ

で
、
安
然
は
自
然
の
恵
み
を
糧
に
生
計
を
立
て
る
人
々
を
見
て
、
人

間
の
尊
厳
を
感
じ
と
っ
た
。
そ
の
白
洋
淀
で
二
〇
一
二
年
八
月
中

旬
、
大
量
の
魚
が
死
ん
だ
（
人
民
網 

二
〇
一
二
）。
付
近
の
養
殖
農

家
に
よ
る
と
、
魚
の
大
量
死
が
発
見
さ
れ
る
直
前
に
ど
す
黒
い
汚
水

が
流
れ
込
ん
で
き
た
と
い
う
。
安
然
が
触
れ
た
豊
か
な
水
と
緑
あ
ふ

れ
る
白
洋
淀
が
三
〇
年
後
、
白
い
腹
を
見
せ
て
浮
か
び
上
が
っ
た
大

量
の
魚
と
そ
の
死
臭
に
覆
わ
れ
た
と
い
う
事
実
は
、
改
革
開
放
の
一

面
を
暗
示
し
て
い
る
よ
う
に
思
え
て
な
ら
な
い
。

国
家
プ
ロ
ジ
ェ
ク
ト
の
陰
で
生
き
る
人
々

『
長
江
哀エ

レ
ジ
ー歌

』（
二
〇
〇
六
）
の
舞
台
は
重
慶
市
奉
節
県
で
あ
る
。

主
人
公
は
、
一
六
年
前
に
別
れ
た
妻
と
娘
を
探
し
に
や
っ
て
来
た
山

西
省
の
炭
鉱
夫
・
韓
三
明
で
あ
る
。
嫁
不
足
の
農
村
で
三
〇
〇
〇
元

を
出
し
て
買
っ
た
四
川
省
出
身
の
妻
・
麻
幺
妹
は
女
の
子
を
産
ん
だ

が
、
公
安
の
捜
査
で
人
身
売
買
が
発
覚
し
、
妻
は
赤
子
を
連
れ
て
故

郷
の
奉
節
県
へ
戻
っ
た
。
金
で
買
っ
た
と
は
い
え
、
そ
の
後
独
身
を

貫
い
た
三
明
に
は
、
不
器
用
な
が
ら
別
れ
た
妻
へ
の
思
慕
が
感
じ
ら

れ
る
。
な
け
な
し
の
所
持
金
、
タ
バ
コ
と
歯
ブ
ラ
シ
と
琺
瑯
の
コ
ッ

プ
を
入
れ
た
手
提
げ
か
ば
ん
一
つ
、
ポ
ケ
ッ
ト
に
入
れ
た
万
能
ナ
イ

フ
と
い
う
簡
素
な
旅
支
度
で
奉
節
へ
や
っ
て
来
た
三
明
は
、
三
峡
ダ

ム
建
設
の
た
め
に
妻
の
実
家
を
含
む
街
の
一
部
が
長
江
の
水
底
に
沈

ん
で
し
ま
っ
た
こ
と
を
知
る
。
そ
こ
に
住
ん
で
い
た
人
々
は
広
東
や

遼
寧
へ
強
制
移
転
さ
せ
ら
れ
、
移
転
し
な
か
っ
た
義
兄
は
船
上
生
活

者
と
な
り
、
幺
妹
は
三
万
元
で
他
の
男
に
嫁
い
で
い
た
。

三
明
は
客
棧
の
相
部
屋
に
住
み
、
日
雇
い
の
解
体
作
業
を
し
な
が

ら
妻
と
の
再
会
を
待
ち
わ
び
る
。
崩
れ
か
け
た
ビ
ル
の
上
か
ら
急
勾

場
を
転
々
と
し
た
後
、
新
中
国
が
成
立
し
た
頃
に
漸
く
帰
宅
す
る
。

時
は
社
会
主
義
時
代
の
幕
開
け
で
、
福
貴
は
、
運
よ
く
手
に
し
て
い

た
人
民
解
放
軍
へ
の
参
加
を
証
明
す
る
一
枚
の
紙
切
れ
の
効
力
に
気

づ
く
。
や
が
て
大
躍
進
が
始
ま
り
、
公
共
食
堂
や
夜
を
徹
し
て
の
鉄

鋼
生
産
の
様
子
が
映
し
出
さ
れ
る
。
土
法
高
炉
か
ら
取
り
出
さ
れ
た

金
属
の
塊
を
見
て
喜
び
、
台
湾
解
放
を
豪
語
す
る
区
長
は
、
現
在
か

ら
見
れ
ば
滑
稽
で
さ
え
あ
る
。

文
革
が
始
ま
る
と
、
貧
民
の
福
貴
と
区
長
た
ち
の
境
遇
は
逆
転

し
、
幹
部
が
失
脚
し
て
い
く
様
子
が
婉
曲
に
描
か
れ
て
い
る
。
娘
・

鳳
霞
の
見
合
い
か
ら
結
婚
式
の
場
面
は
、
贈
り
物
の
毛
沢
東
語
録
に

始
ま
り
、
至
る
所
に
毛
沢
東
の
肖
像
が
掲
げ
ら
れ
、
当
時
の
世
相
を

反
映
し
て
い
て
興
味
深
い
。
貧
民
の
階
級
、
人
民
解
放
軍
へ
の
参

加
、
毛
沢
東
の
肖
像
画
が
描
か
れ
た
家
の
外
壁
を
手
に
入
れ
た
福
貴

一
家
は
、
紅
衛
兵
に
攻
撃
さ
れ
る
こ
と
は
な
か
っ
た
が
、
大
躍
進
で

息
子
を
亡
く
し
、
文
革
の
混
乱
で
娘
を
亡
く
し
た
。
成
長
し
た
孫
と

婿
と
福
貴
が
鳳
霞
の
墓
参
り
を
す
る
最
後
の
場
面
で
は
、
す
で
に
文

革
は
終
わ
り
、
中
国
は
改
革
開
放
を
迎
え
よ
う
と
し
て
い
た
。

『
活
き
る
』
は
、
新
中
国
が
も
た
ら
し
た
社
会
秩
序
や
価
値
観
の

目
ま
ぐ
る
し
い
変
化
と
、
そ
の
中
で
懸
命
に
生
き
延
び
よ
う
と
す
る

庶
民
の
姿
を
伝
え
て
い
る
。
毛
沢
東
時
代
、
人
々
は
政
治
に
踊
ら
さ

れ
、
人
生
の
貴
重
な
時
間
と
多
く
の
命
が
失
わ
れ
た
。
一
〇
年
の
動

乱
の
末
に
庶
民
が
求
め
た
も
の
は
、
正
常
な
生
活
、
即
ち
安
定
し
た

社
会
秩
序
の
中
で
富
を
求
め
て
経
済
活
動
を
行
う
平
穏
な
生
活
で

あ
っ
た
。
文
革
を
再
発
さ
せ
な
い
た
め
に
も
、
改
革
開
放
は
決
し
て

後
戻
り
し
て
は
な
ら
な
い
の
で
あ
る
。

街
の
灯
り
と
白
洋
淀
が
語
る
改
革
開
放

『
赤
い
服
の
少
女
』（
一
九
八
四
）
は
、
一
九
八
〇
年
代
初
め
、
河

北
省
の
地
方
都
市
で
暮
ら
す
四
人
家
族
の
物
語
で
あ
る
。
主
人
公
・

安
然
が
日
帰
り
の
サ
イ
ク
リ
ン
グ
で
出
か
け
た
先
が
白
洋
淀
で
あ
る

か
ら
、
お
そ
ら
く
保
定
市
か
そ
の
近
郊
が
舞
台
で
あ
ろ
う
。
映
画
の

冒
頭
シ
ー
ン
で
は
、
色
褪
せ
た
文
革
の
ス
ロ
ー
ガ
ン
を
掲
げ
た
人
気

の
な
い
ト
ラ
ッ
ク
が
走
り
去
り
、
大
き
な
荷
物
を
抱
え
幼
子
（
安

然
）
を
連
れ
た
母
親
が
文
革
の
痕
跡
も
生
々
し
い
人
気
の
な
い
街
を

歩
い
て
家
に
戻
る
。
こ
の
家
族
が
一
家
離
散
の
憂
き
目
に
遭
っ
た
で

あ
ろ
う
こ
と
や
、
文
革
が
終
息
に
向
か
い
つ
つ
あ
る
こ
と
を
予
感
さ

せ
る
場
面
で
あ
る
。

数
年
後
、
一
家
は
小
ぎ
れ
い
な
ア
パ
ー
ト
に
住
み
、
画
家
の
父
親

は
大
学
で
講
義
を
行
い
、
母
親
は
事
務
職
に
就
き
、
姉
（
安
静
）
は

編
集
者
に
な
り
、
安
然
は
高
校
生
に
な
っ
て
い
る
。
母
親
と
安
静

は
、
安
然
が
「
三
好
学
生
」（
思
想
品
徳
、
学
習
、
身
体
の
面
で
優
れ

て
い
る
学
生
）
に
選
ば
れ
る
こ
と
を
強
く
願
っ
て
い
る
。
一
方
、
深

い
洞
察
力
と
感
受
性
を
備
え
た
安
然
は
、
自
分
が
正
し
い
と
思
っ
た

こ
と
を
言
動
で
示
す
こ
と
か
ら
、
担
任
の
韋
教
諭
や
一
部
の
級
友
に

は
受
け
入
れ
ら
れ
な
い
。
安
静
は
安
然
の
理
解
者
で
あ
り
な
が
ら
、

か
つ
て
の
同
級
生
で
あ
っ
た
韋
教
諭
に
便
宜
を
図
り
、
妹
を
三
好
学
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生
き
様
を
描
い
て
い
る
。
そ
れ
ぞ
れ
の
作
品
が
伝
え
る
あ
る
時
あ
る

と
こ
ろ
の
庶
民
の
声
と
作
品
中
に
埋
め
込
ま
れ
た
社
会
風
刺
こ
そ
、

中
国
映
画
の
魅
力
で
は
な
か
ろ
う
か
。
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⑤
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。

⑥
職
歴
…
…
大
卒
後
、
民
間
企
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学
院
進
学
。
博
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得
後
、
近
畿
大
学
を
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て
現
職
。

⑦
現
地
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経
験
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米
国
（
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九
九
七
年
か
ら
約
二
年
間
、
留
学
）、

北
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〇
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〇
年
八
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〜
二
〇
〇
一
年
三
月
、
留
学
）、
上
海
（
二

〇
一
二
年
四
月
〜
九
月
、
在
外
研
究
）。

⑧
研
究
手
法
…
…
イ
ン
タ
ビ
ュ
ー
や
踏
査
に
よ
っ
て
地
理
的
・
歴
史
的
条

件
な
ど
を
確
認
し
、
そ
の
地
域
の
発
展
の
形
態
や
問
題
点
と
の
関
連
性

を
探
る
。
ま
た
、
文
革
時
や
改
革
開
放
転
換
期
の
体
験
を
語
っ
て
も
ら

い
、
当
時
の
社
会
状
況
へ
の
理
解
を
深
め
て
い
る
。

⑨
所
属
学
会
…
…
日
本
現
代
中
国
学
会
、
日
本
国
際
政
治
学
会
。

⑩
研
究
上
の
画
期
…
…
一
九
八
九
年
の
天
安
門
事
件
、
東
欧
の
民
主
化
、
冷

戦
の
終
焉
か
ら
、
一
九
九
一
年
の
ソ
ビ
エ
ト
崩
壊
ま
で
の
時
期
。
当
時
は

ま
だ
中
国
研
究
と
は
定
め
て
い
な
か
っ
た
が
、
教
科
書
で
習
っ
て
き
た

「
世
界
」
が
急
速
に
崩
れ
て
い
く
よ
う
に
感
じ
ら
れ
た
。
大
学
の
授
業
で

も
冷
戦
史
や
国
際
関
係
を
専
門
と
す
る
先
生
方
が
戸
惑
っ
て
お
ら
れ
る
様

子
が
明
ら
か
で
あ
っ
た
。
グ
ロ
ー
バ
ル
化
、
民
主
化
、
体
制
移
行
、
民
族

紛
争
の
問
題
が
次
々
と
現
れ
、
冷
戦
終
焉
が
必
ず
し
も
平
和
を
意
味
し
な

い
こ
と
を
知
り
、
未
来
に
対
す
る
漠
然
と
し
た
不
安
を
感
じ
た
。

⑪
推
薦
図
書
…
…
平
野
健
一
郎
他
編
『
イ
ン
タ
ビ
ュ
ー　

戦
後
日
本
の
中

国
研
究
』（
平
凡
社
、
二
〇
一
一
年
）。

⑫
推
薦
す
る
映
画
作
品
…
…『
悲
情
城
市
』（
侯
孝
賢
監
督
、
一
九
八
九

年
、
台
湾
）。

配
の
街
を
眺
め
る
主
人
公
の
目
線
を
通
し
て
、
ダ
ム
建
設
の
た
め
に

街
が
急
速
に
破
壊
さ
れ
て
い
く
様
子
が
み
て
と
れ
る
。
解
体
作
業
は

休
み
な
く
行
わ
れ
、
山
と
積
ま
れ
た
瓦
礫
の
上
に
消
毒
液
が
撒
か
れ

る
。
国
家
プ
ロ
ジ
ェ
ク
ト
の
名
の
下
に
行
わ
れ
る
巨
大
事
業
は
、
途

方
も
な
い
瓦
礫
と
粉
塵
を
生
み
出
す
こ
と
か
ら
始
ま
る
。

三
峡
ダ
ム
建
設
は
李
鵬
前
総
理
が
推
進
し
た
国
家
プ
ロ
ジ
ェ
ク
ト

で
あ
っ
た
が
、
そ
の
施
工
に
あ
た
っ
て
は
、
長
江
の
生
態
系
へ
の
影

響
や
移
民
の
大
量
発
生
に
つ
い
て
国
内
外
で
強
い
懸
念
が
表
明
さ
れ

て
き
た
。
映
画
の
後
半
で
は
、
三
明
が
寝
泊
ま
り
す
る
宿
を
含
め
、

海
抜
一
五
六
メ
ー
ト
ル
よ
り
低
い
場
所
に
あ
る
全
て
の
建
物
に

「
拆
」（
解
体
）
の
文
字
が
記
さ
れ
て
い
く
。「
二
千
年
以
上
の
歴
史

を
持
つ
街
を
二
年
で
取
り
壊
す
」
と
い
う
役
人
の
言
葉
に
、
開
発
に

向
か
っ
て
疾
走
す
る
中
国
の
姿
が
重
な
る
。
一
方
で
、
手
厚
い
補
償

も
な
い
ま
ま
移
住
を
強
い
ら
れ
る
人
々
の
や
り
ど
こ
ろ
の
な
い
怒
り

が
次
第
に
諦
め
へ
と
変
わ
っ
て
い
く
様
子
は
、
社
会
の
底
辺
に
追
い

込
ま
れ
て
も
生
き
る
場
所
を
求
め
て
彷
徨
う
人
々
の
強
さ
の
よ
う
に

も
受
け
取
れ
る
。

映
画
に
時
折
出
て
く
る
物
価
や
賃
金
は
、
中
国
の
経
済
格
差
を
示

唆
す
る
一
つ
の
物
差
し
で
も
あ
る
。
奉
節
の
解
体
作
業
で
得
ら
れ
る

日
当
は
五
〇
～
六
〇
元
で
あ
り
、
一
年
間
休
み
な
し
で
働
い
て
も
二

万
元
前
後
で
あ
る
。
一
方
、
こ
の
時
期
の
上
海
市
で
は
一
人
当
た
り

Ｇ
Ｄ
Ｐ
が
五
万
一
四
七
四
元
（
二
〇
〇
五
年
）
で
あ
っ
た
（
中
国
統

計
年
鑑 

二
〇
〇
六
：
六
四
―
六
六
）。
格
差
の
拡
大
は
さ
ま
ざ
ま
な

社
会
問
題
を
引
き
起
こ
す
。
映
画
の
中
で
、
韓
三
明
は
幺
妹
に
再
会

し
た
後
、
彼
女
を
買
い
戻
す
た
め
に
故
郷
の
闇
炭
鉱
で
働
く
こ
と
を

決
意
す
る
。
闇
炭
鉱
で
の
日
当
は
一
日
あ
た
り
二
〇
〇
元
に
な
る

が
、
年
間
十
数
人
の
死
者
を
出
す
現
場
は
死
と
隣
り
合
わ
せ
で
も
あ

る
。
実
際
に
中
国
で
は
炭
鉱
事
故
の
ニ
ュ
ー
ス
は
珍
し
く
な
い
。
映

画
を
観
終
わ
っ
た
後
も
、
三
明
の
そ
の
後
の
運
命
が
案
じ
ら
れ
る
結

末
で
あ
る
。

三
明
た
ち
労
働
者
を
雇
用
す
る
側
に
立
つ
郭
斌
は
、
役
所
か
ら
解

体
作
業
を
請
け
負
う
元
締
め
で
あ
る
。
二
年
間
、
郭
斌
の
帰
り
を
山

西
省
で
待
ち
侘
び
て
い
た
妻
の
沈
紅
は
、
意
を
決
し
て
奉
節
へ
や
っ

て
来
た
が
、
夫
に
親
し
い
女
性
が
い
る
こ
と
を
確
信
す
る
と
離
婚
を

決
意
す
る
。
沈
紅
が
離
婚
を
切
り
出
す
場
面
で
は
、
後
方
に
巨
大
な

三
峡
ダ
ム
が
聳
え
立
っ
て
い
る
。
わ
ず
か
二
年
の
間
に
生
じ
た
夫
婦

間
の
溝
と
、
奉
節
県
の
容
貌
の
変
化
が
重
な
る
瞬
間
で
あ
る
。

改
革
開
放
を
生
き
抜
く
人
々

本
稿
で
は
、
改
革
開
放
へ
の
転
換
と
そ
の
後
と
い
う
観
点
か
ら
三

本
の
映
画
を
取
り
上
げ
た
。『
活
き
る
』
は
改
革
開
放
へ
至
る
ま
で

の
道
程
を
庶
民
の
悲
喜
劇
と
し
て
語
り
、『
赤
い
服
の
少
女
』
は
改

革
開
放
後
も
社
会
に
残
る
文
革
の
記
憶
と
ポ
ス
ト
文
革
世
代
の
誕
生

を
示
唆
し
て
い
る
。
改
革
開
放
も
三
十
年
近
く
続
け
ば
勝
者
と
敗
者

を
生
み
出
し
、
社
会
に
大
き
な
矛
盾
を
も
た
ら
し
た
。『
長
江
哀

歌
』
は
壮
大
な
国
家
プ
ロ
ジ
ェ
ク
ト
の
陰
に
押
し
や
ら
れ
た
人
々
の


